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先人の築いた文化遺産は､その地方の歴史を解明するうえで貴重なものです｡

遺跡など､地中に埋蔵されている文化遺産は埋蔵文化財と総称されます｡

近年､各種開発による土木工事等に伴い､埋蔵文化財の発掘調査が増加しています｡

そのため､遺跡の分布状況､内容等を把握し､遺跡台帳を整え､開発事業と埋蔵文化

財保護との調整を図るため､市内詳細分布調査を4年次計画で実施することとしました｡

平成4年度は4年次計画の4年目にあたり､宇部町地区を主な対象として調査を実施

しました｡

本書はその成果をまとめたものであり､今後､埋蔵文化財保護を進めるうえでの一助

となれば幸いです｡

平成5年3月

久慈市教育委員会

教育長　長　内　俊　雄
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1　本書は､平成4年文化財保護事業として国庫及び県費補助を受けて久慈市教育委員

会が実施した遺跡詳細分布調査の報告書である｡

2　調査は久慈市教育委員会が主体となり実施した｡

3　調査体制は次のとおりである｡

事務局　社会教育課長　米　内　幹　雄

郷土文化係長　大　湊　清　信

文化財調査員　千　葉　啓　蔵

調　査　員　千　葉　啓　蔵

屋外作業員　神　田　喜美栄　西　川　ヨ　シ

屋内作業員　神　田　喜美栄　西　川　ヨ　シ

4　石質鑑定は新田康夫氏に依頼した｡

5　本書の編集､原稿執筆､図版作成､写真撮影等は千葉が担当した0

6　調査に関する資料は久慈市教育委員会が一括して保管してある｡
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第Ⅰ章　分布調査の概要
ち

吉

I

S 岩手県久慈市は北上山地北東部に位置する｡経緯度は､東経141度38分～141度52分､北緯40

度00分～40度17分である｡広さは､東西21血､南北33血､面積は325,66血である｡九戸郡種市

町･大野村･山形村･野田村及び下閉伊郡岩泉町に接し､東は太平洋に面する｡久慈湾に注ぐ

久慈川､長内川､夏井川流域､野田湾に注ぐ宇部川流域に主な集落が形成され､市域の約82%

が山林原野で､気候は夏は涼しく､冬は温暖である｡人口は約4万人である｡

久慈市内においては､現在約200箇所の遺跡が確認されている｡主に､畑地などに利用され

ている箇所において遺跡の所在が確認されているが､山林地が大半を占めているため､未確認

の遺跡が多く存在するものと予想される｡

近年､当市内においても各種開発が急増しており､それらに伴う発掘調査件数も増加してい

る｡これらの各種開発と埋蔵文化財保護との調整に資するため､遺跡台帳を整備し､遺跡の保

護を図ることを目的とし､当市教育委員会では､平成元年度から4年次計画で国庫補助及び県

費補助を導入し遺跡詳細分布調査を実施している｡平成4年度は4年次計画の4年目で､宇部

町地区を主な対象とし分布調査を実施した｡ (第1図)

平成元年度は､侍浜町本渡･麦生地区､夏井町半崎･田中･閉伊ロ･宇津目･鼻館･大崎地

区､源道･旭町地区､平成2年度は､長内町地区､柏崎地区及び小久慈地区､平成3年度は､

門前･天神堂･寺里･沢里･畑田･枝成沢･川貫･大川目町地区を対象に分布調査を実施した｡

今年度の分布調査の結果､対象地において､周知の遺跡18箇所に加え､新たに39箇所の遺跡

が発見された｡計57遺跡である｡なお､これまで埋蔵文化財包蔵地として知られていたにもか

かわらず､遺跡台帳に未登録であった遺跡については､新発見として取り扱うこととした｡山

林地については遺跡の所在確認が不可能な箇所もあったため､対象地区内における遺跡数はさ

らに増加するものと思われる｡

調査の結果は､遺跡詳細分布調査カードに記載し､市教育委員会で保管している｡

なお､久慈市は昭和29年11月3日に久慈町､長内町､大川目村､山根村､夏井村､侍浜村､

宇部村の2町5村が合併して､市制施行がなされ現在に至っている｡遺跡分布図を作成する際

に各地区の区分を次のとおりとして取り扱ったので表としてあらわしておく｡

- 1 -



大区分 傅ﾈｾiZ｢�

久慈地区 ��ﾈｭ��ﾈ,ﾉ�(ﾗ)*ﾉJｩ?ｩ*ﾈ�Jｩ?ｩ*ﾉ?��Jｩ?ｩ*ﾂ�

中町新町巽町柏崎本町川崎町 

駅前表町中の橋田星新井田湊町 

源道旭町京の森門前新中の橋天神堂 

栄町寺里畑田沢里枝成沢津内口 

碁石広野中崎 

小久慈町地区 侘8�)+h����ﾘy68ﾘ)|y58�)g�>��

日吉町白山川代和野岸里岩瀬張 

上日当中里下日当大沢田秋葉柏木 

幸町 

長内町地区 ��i'ｩ*ﾉ68ﾘ(�9+y>��i+y>�ﾔﾉOﾉ*ﾉ(i+y>��

下長内元木沢平沢玉の脇二子大尻 

大川目町地区 ��h�*ﾉ(x揵ч�i)ｩ�y��蕀?ｩ*ﾈﾛｸ���

森山口外里田子内中田新町 

田中神威長久保板森水無荒津前 

馬内根井滝 

夏井町地区 ��ﾉ�9�Y�ｩ(hﾞ穎X,ﾉ�)W依H､�餮��

沢山切星田国坂小田生平葡萄峰 

夏井蕪田黒沼早坂野中大崎 

田沢駅前大湊鼻館住吉閉伊口 

半崎板橋田中宇津目鳥谷国丹 

菱倉 

侍浜町地区 乂�[���維ｹ�)+xﾞ畏(徂ﾄｹJ��

外屋敷本町向町北野保土沢横沼 

自前本渡麦生 

宇部町地区 傅ﾉ���Y6�+xﾞ)F隸��YJ��ｨ6ﾙ�"�

和野北の越日向町田子沢地京沢 

中田山屋敷川原屋敷谷地中山田大沢 

久喜三崎小袖小袖沢館石 

山根町地区 舒)��ｹ69�Y��+xﾞ)�ｩ�(�����

虫豆馬渡高板戸鎖沢遠川草木 

楯の木小田瀬川叉木売内保礼羅橋場 

浅小沢年越葛形千足村井細野 

塚宗細工藤野頭端神得部清水川 

大久保円館栃沢下戸鎖下野鳥越 

中戸鎮竹倉部上戸鎖赤馬立玉沢 

-　2　-



第1図　分布調査対象範囲図
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第Ⅱ章　調　査　結　果

北ノ越地区

和野地区

地京沢地区

田子沢地区

ー　4　-

1　北ノ越､和野､地京沢､田子沢地区(第2-4図､第1図版)

北ノ越､和野地区は､南東に流れ太平洋に注ぐ宇部川の左岸､地京沢､田子沢地区は､

宇部川の右岸に相当する｡

十三塚は､宇部川の左岸に立地しており､標高は約60mである｡現況は､山林である｡

十三塚と呼ばれ､地名としても残っている｡塚は1基存在するのみである｡塚の径は､

南北

7.80m､東西7.60mを測る｡高さは､東から西に下る緩斜面であるため､東方で0.70m､

西方で2.0mを測る｡天正19年(1591年)九戸政実の乱の際に､南部方についた宇部館の

館主野田氏を久慈備前守政則の家臣13人が宇部館を襲ったが､返り討ちにあい切り伏せら

れ葬られた｡その場所を十三塚と称したとされている｡ (註1)

宇部館は､宇部川とその支流北ノ越川に挟まれ南東に延びる丘陵の先端部に立地する平

山城である｡館からは宇部川沿いの平野が一望できる｡

遺構は､郭､二重の空堀､土塁が残っている｡丘陵先端部から約300m西側の部分を二

重の空堀によって切っている｡外側の堀は幅約20m､深さ12-15m､内側の堀は幅約7m

～20m､深さ約5-6mを測る｡二重の空堀の東側に東西に長く郭が設けられており､東

西約190m､南北約20-60mを測り､丘陵先端部にむかい幅が狭くなる｡また､郭西端部

にはさらに人為的な段が二段認められる｡土塁は､郭の西側から北側にかけて幅約2-4

m､長さ約110m､高さ約1m前後にわたり残っている｡郭西端部には八幡宮の小雨があ

るため八幡館とも呼ばれている｡館主は一戸南部氏の後商である一戸野田氏と推定されて

いる｡ (註2)

地京沢Ⅰ遺跡は､宇部川右岸の標高約60mの南から北に下る緩斜面に立地する｡現況は

畑地及び荒れ地である｡縄文土器が表採される｡

地京沢Ⅱ遺跡は､地京沢Ⅰ遺跡の南西方向約500mに位置し､同一の段丘面に立地する｡

現況は畑地である｡縄文土器が表採される｡

田子沢遺跡は､宇部川右岸の標高約40mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況

は畑地である｡縄文土器が表採される｡

註1 『大南部野田領誌』野田氏系治､野田掃部助直親の条に｢当代に九戸政実及久慈備前守の

臣､戦に敗れ､十三人舘に来って乱を為し､直親及海辺平内左工門盛永等切て之を葬る､

十三塚と称す｣とある｡

註2　『大南部野田領誌』野田氏系治､南部源左衛門義親の条に｢宇部舘に居城す､大永七年十

月死す､四十三｡ ｣とある｡また野田掃部助直親の条に｢直親始めて､在名野田を用いて

野田氏を称す｡古館を穀ちて､宇部舘に居る｡ ～ (中略) ～元和六年五月五日､初め政親

なるを､詩字賜ふて直親と改む｡ ｣とある｡大永7年は1527年､元和6年は1620年である｡
ノ
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番号 �)�Ykﾂ�県遺跡コード 偃ﾙ¥｢�遺構.遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 偖ﾈ蕀,ｲ�JG40.2072 伜YWｩ&��塚､縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c9&險B� 

2 �iYHｭ��JG50.0028 ��亊��R�主郭､二重堀切､土塁 �iYI*ﾉ�c9&險B� 

3 �&雹��(uH�)�R�JG50.0171 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�ci&險B�新規 

4 �&雹��(uX�)�R�JG50.0097 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�ci&險B�新規 

5 �68���(�)�R�JG50.1200 伜YWｩ&��縄文土器(前.後期)､石器 �iYI*ﾉ�cy&險B�新規 

第2図　北ノ越､和野､地京沢､田子沢地区遺跡分布図
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垂U副腎d
1　　　　　2　　　　　　3

番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

1 �&雹��(uH�)�R�縄文土器深鉢 兔�ﾗ9+��ﾂ� ��c��ﾙLS��

2 �&雹��(uX�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c��ﾙLS"�

3 ���縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c��ﾙLS2�

4 �68���(�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSB�

5 ���縄文土器深鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��c��ﾙLSR�

6 ���縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSb�

香 号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量値(単位cn) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 

長さ 兀ﾒ�厚さ 

7 �68���(�)�R�ピエスエスキーユ ��2.6 �"纈�0.7 迭���硬質頁岩 ��c��ﾙLSr� 

第4園　地京沢､田子沢地区　表採遺物
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地京沢Ⅰ(1)､地京沢Ⅱ(2 ･ 3)､田子沢(4-7)遺跡

宇部館主郭(東より)

宇部館外堀(北より)

地京沢Ⅱ遺跡(北より)
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宇部館内堀(北より)

地京沢Ⅰ遺跡(東より)

田子沢遺跡(南東より)

第1図版北ノ越､和野､地京沢､田子沢地区表採遺物､遺跡
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2　滝ノ沢地区(第5･6図､第2図版)

滝ノ沢地区は､宇部川中流域に開けた地区である｡

滝ノ沢Ⅰ遺跡は､標高約70mで･北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地で　滝ノ沢地区

ある｡縄文土器､石器が表採される｡

滝ノ沢Ⅱ遺跡は､標高約80mの北から南に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器が表採される｡

滝ノ沢Ⅲ遺跡は､標高約110mで､西から東に下る緩斜面に立地する｡遺跡の北側及び

南側にはそれぞれ宇部川の支流が東流し､その支流に挟まれた面に立地する｡現況は畑地

である｡縄文土器､石器が表採される｡
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番号 綿�)�Ykﾂ�ﾉ�ｨ6ﾙ�(uH�)�R�凍遺跡コード 恒59.0349 偃ﾙ¥｢�藝Wｩ&��遺構.遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 劔土器`､石器 �iYI*ﾉ�c)&險B�琶YI*ﾉ�c)&險B� 

2 3 ��ｨ6ﾙ�(uX�)�R��ｨ6ﾙ�(uh�)�Vb�恒59.0343 JF59.02481 仂儻ｩ&��藝Wｩ&��縄文土器(後期) 剞V規 

縄文土器(前期)､石錬 �iYI*ﾉ�c)&險B�新規 

第5図　滝ノ沢地区遺跡分布図
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掛れ-･ ∩

1　　　　　　　2

番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

1 ��ｨ6ﾙ�(uH�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c)�ﾙLS��

2 ���縄文土器深鉢 版)%���� ��c)�ﾙLS"�

3 ���縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c)�ﾙLS2�

4 ��ｨ6ﾙ�(uX�)�R�縄文土器深鉢 僞�鏈[b� ��c)�ﾙLSB�

5 ��ｨ6ﾙ�(uh�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��c)�ﾙLSR�

6 ���縄文土器深鉢 版)%����繊維含 ��c)�ﾙLSb�

7 ���縄文土器深鉢 版)%���� ��c)�ﾙLSr�

8 ���縄文土器深鉢 冖9[b�繊維含 ��c)�ﾙLS��

計測値､重量の欄の( )内の数値は欠損晶の現存値

香 号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量値(単位cn) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 

長さ 兀ﾒ�厚さ 

9 ��ｨ6ﾙ�(uH�)�R�ピエスエスキーユ ��2.3 �"�"�0.7 �2纈�硬質頁岩 ��c)�ﾙLS�� 

10 ��ｨ6ﾙ�(uX�)�R�石鉄 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�(2.4) ��絣�0.4 茶�繧��硬質頁岩 ��c)�ﾙLS��� 

第6図　滝ノ沢地区表採遺物

滝ノ沢Ⅰ(1-3､9)､滝ノ沢Ⅱ(4)､滝ノ沢Ⅲ(5-8､10)遺跡

滝ノ沢Ⅱ遺跡(南西より)

滝ノ沢Ⅰ遺跡(西より)

滝ノ沢Ⅲ遺跡(東より)
第2図版　滝ノ沢地区表採遺物､遺跡
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大波地区

小倉地区

馬寄地区

- 12　-

3　大波､小倉､馬寄地区(第7-9図､第3･4図版)

大渡地区は､宇部川上流域の地区である｡

大渡Ⅰ遺跡は､標高約250mの北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡土師器が表採される｡

大渡Ⅱ遺跡は､標高約260mの北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器､石器が表採される｡

小倉､馬寄地区は､宇部川上流域､小倉山の東側裾部に拓けた地区で､平坦面が広く形

成されている｡

小倉Ⅰ遺跡は､標高約250mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は桑畑であ

る｡縄文土器､石器が表採される｡

小倉Ⅱ遺跡は､標高約260mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器が表採される｡

小倉Ⅲ遺跡は､標高約260mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器が表採される｡

小倉Ⅳ遺跡は､標高約250mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器と思われる土器が表採される｡

小倉Ⅴ遺跡は､標高約250mの､北東から南西に延びる丘陵上に立地する｡現況は桑畑

である｡縄文土器が表採される｡

小倉Ⅵ遺跡は､標高約260mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器が表採される｡

馬寄遺跡は､標高約250mの西から東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡縄

文土器が表採される｡

小倉地区では､遺物の散布量の多寡があるもののほぼ全域において縄文期の遺物が表採

される｡平坦面も広く形成されており､本地区のいずれかの箇所に拠点的な縄文期の集落

跡が存在するも

のと推定される｡
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番号 �)�Ykﾂ�県遺跡コ-ド 偃ﾙ¥｢�遺構.遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 ��Y6鑾H�)�R�JF59.1164 伜YWｩ&��土師器 �iYI*ﾉ�c)&險B�新規 

2 ��Y6鑾X�)�R�JF59.1184 伜YWｩ&��縄文土器(後期)石鍍 �iYI*ﾉ�c)&險B�新規 

3 傅ﾉ��uH�)�R�JF59.2210 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､磨製石斧､石器 �iYI*ﾉ�c)&險B�新規 

4 傅ﾉ��uX�)�R�JF59.2231 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

5 傅ﾉ��uh�)�R�JF59.2252 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

6 傅ﾉ��ux�)�R�IF59.2553 伜YWｩ&��縄文土器? �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

7 傅ﾉ��u�)�R�JF59.2266 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

8 傅ﾉ��u�)�R�JF59.2295 偖yx��R�縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

9 僥隸��)�R�lF59.2286 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c�&險B�新規 

第7図　大波､小倉､馬寄地区遺跡分布図
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

1 ��YFxuH�)�R�土師器嚢 丶�ｨ-h8�6�6jI>�lｨﾟﾉm�m｢� ��c9�ﾙLS��

2 ��Y6鑾H�)�R�土師器賓 丶�ｨ-h8�6�6jI>�lｨﾟﾉm�m｢� ��c9�ﾙLS"�

3 ��Y6鑾X�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS2�

4 ��Y6鑾X�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c9�ﾙLSB�

5 傅ﾉ��uH�)�R�縄文土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c9�ﾙLSR�

6 傅ﾉ��uH�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLSb�

7 傅ﾉ��uH�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLSr�

8 傅ﾉ��uH�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c9�ﾙLS��

9 傅ﾉ��uH�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b�底部網代痕 ��c9�ﾙLS��

10 傅ﾉ��uX�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS���

ll 傅ﾉ��uh�)�R�縄文土器壷 �+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLS���

12 傅ﾉ��uh�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS�"�

13 傅ﾉ��uh�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c9�ﾙLS�2�

14 傅ﾉ��ux�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c9�ﾙLS�B�

15 傅ﾉ��ux�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c9�ﾙLS�R�

16 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c9�ﾙLS�b�

17 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c9�ﾙLS�r�

18 傅ﾉ��u�)�R�絶文土器探鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS���

19 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLS���

20 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLS#��

21 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS#��

22 傅ﾉ��u�)�R�縄文土器探鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS#"�

23 僥隸��)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c9�ﾙLS#2�

24 僥隸��)�R�縄文土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[b� ��c9�ﾙLS#B�

25 僥隸��)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS#R�

26 僥隸��)�R�縄文土器探鉢 版)%���� ��c9�ﾙLS#b�

刺

幅

第8図　大波､小倉､馬寄地区表採遺物(1)
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0　　1:3　　10cm
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計測値､重量の欄の( )内の数値は欠損晶の現存値

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�計測値(単位cm) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

29 傅ﾉ��uH�)�R�磨製石斧 ��(10.3) 茶B�2��2.6 茶�s"�2��花尚岩 ��c9�ﾙLS#�� 

30 傅ﾉ��uH�)�R�磨製石斧 ��(4.6) 茶2綯��(2.2) 茶S�綯��閃緑岩 ��c9�ﾙLS3�� 

31 傅ﾉ��uH�)�R�磨製石斧 ��(5.9) 茶B����(2.5) 茶��b綯��砂岩 ��c9�ﾙLS3�� 

第9図　大波､小倉､馬寄地区表採遺物(2)

電撃｡撃,盛

長峯轟き
二了､::i.

大波Ⅰ遺跡1､2

大波Ⅱ遺跡3､4､27

小倉Ⅰ遺跡5-9､28-31

小倉Ⅱ遺跡10

小倉Ⅲ遺跡11-13

小倉Ⅳ遺跡14-15

小倉Ⅴ遺跡16-18

小倉Ⅵ遺跡19-22

馬寄遺跡23-26

第3図版　大波､小倉､馬寄地区表採遺物
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大渡Ⅰ遺跡(南より)

小倉Ⅰ遺跡(南西より)

小倉Ⅳ遺跡(南より)
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小倉Ⅵ遺跡(北東より)

大波Ⅱ遺跡(南東より)

小倉Ⅲ遺跡(西より)

小倉Ⅴ遺跡(南西より)

馬寄遺跡(南西より)

第4図版　大波､小倉､馬寄地区遺跡



4　白石峠地区(第10･11図､第5図版)

宇部町と山根町の境には峠が連続しているが､そのうちのひとつが白石峠である｡藩政

時代に利用された沼宮内廻り野田道のルートは盛岡～沼宮内～葛巻～関の角掛峠～小国～

卯坂～木売内～橋場～下戸鎖～白石峠～小峠～宇部とされている｡このルートは､久慈･

野田地方の特産品である塩､鉄､海産物等を運んだルートとして､通称塩の道と呼ばれて

いる｡久慈市域においては､白石峠に一里塚が現存している｡

一里塚は2基一対で現存しており､標高約470mの北東から南西に下る斜面に立地し､

現況は山林である｡塚の間は県道によって切り通しとなっている｡

斜面下方の西塚は､北東から南西にやや長い楕円形を呈し､北東～南西10.5m､北西～

南東8.5m､高さは北側で0.5m､南側で2.1mを測る｡塚の東側裾部がわずかに県道に

より削られている｡

斜面上方の東塚は､全体が凹地になっており､凹地の内部に高まりが確認できる状況で

ある｡凹地の規模は北東～南西13m､北西～南東は県道によって若干削られており､ 14m

+αを測る｡凹地内部の塚の規模は北東～南西6m､北西～南東8m､高さ0.7mを測る｡

塚の間の距離は､頂部で約38mである｡
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第11図　白石峠一里塚西壕､乗場平面図
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白石峠一里塚乗場(南東より)

同上(北より)

白石峠一里塚西壕(北より)
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同左(北東より)

白石峠一里塚西域(東より)

同左(南より)

第5図版　白石峠一里塚西壕､乗場



5　山屋敷､新山地区(第12･13図､第6図版)

山屋敷､新山地区は､宇部川左岸に相当する｡

山屋敷遺跡は､宇部川とその支流である谷地中川に挟まれ､南東に延びる丘陵の南東端　山屋敷地区

部に位置するo標高約40-50mの北東から南西に下る緩斜面に立地し､現況は畑地である｡

山屋敷遺跡は､昭和49年に久慈市教育委員会によって発掘調査が行なわれている｡広く畑

地利用されていたため､地表面での観察によって､土色の違いから24棟の竪穴住居跡の存

在が確認されているoしかしながら､毎年の耕作と強風による土砂の流出により遺跡の自

然破壊が進行している状況で､保存措置を講ずるため､一部において発掘調査を行なった

ものであるo調査により､奈良時代の竪穴住居跡1棟が検出されている｡

上新山遺跡は､宇部川左岸の南に張り出した丘陵の南端部に位置する｡標高約20-40m　新山地区

の北から南に下る緩斜面に立地し､現況は畑地である｡遺跡範囲は野田村にも広がってお

り､野田村分は中新山遺跡と呼ばれているが､同一の面に形成された遺跡である｡なお､

中新山遺跡からは､蕨手刀が出土している｡

上新山遺跡は昭和52年に当市教育委員会によって発掘調査が行なわれている｡山屋敷遺

跡同様自然破壊が進行しており､自然消滅する前に調査保存を図ったものである｡調査の

結果､縄文時代の陥し穴状遺構1基､奈良時代の竪穴住居跡2棟が検出されている｡

新山一里塚は､新山地区の久慈市と野田村の境界に位置する｡藩政時代に利用された浜

街道のルートは､仙台領から海岸沿いを通っており､久慈市域におけるルートは､新山～

川原屋敷～平沢～長内～柏崎～荒町～門前～湊町～板橋～侍浜町を経て八戸に至るとされ

ているo久慈市域の浜街道では新山と平沢において一里塚の存在が確認されている｡

新山一里塚は2基一対で残存しており､西塚は久慈市､東塚は野田村に所在する｡塚の

間には道路が通っているo西塚は東側裾部が道路によって一部削られ､東塚は北側裾部が

ビニールハウスによって一部削られているo西塚は南北にやや長い楕円形を呈し､南北8.

8m､東西6･7m+α､高さ約1･5mを測るo東塚は南北8･2m+α､東西8.9m､高さ

約2･5mを測る｡塚の間の距離は頂部で約21mである｡ (第13図)

同じ街道沿いにある平沢一里塚は､当初2基一対であったが､現在は西塚のみが残存し　平沢一里塚

ているo西塚の計測値は､南北12･5m､東西12･1m､高さ約3･Omを測る｡ (第13図)
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内
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番号 �)�Ykﾂ�県遺跡コード 偃ﾙ¥｢�遺構.遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 伜(夐W闔)�R�JG50.0361 偖yx��R�縄文土器､弥生 土器､土師器 �iYI*ﾉ�c��&險B�昭和49年度発掘調査実 施､竪穴住居跡 

2 ��9�h�(�)�R�JG50.1308 偖yx��R�土師器 �iYI*ﾉ�c�Y&險B�昭和52年度発掘調査実 施､竪穴住居跡､陥し穴 

3 �(i�h�(�)�R�JG51.1032 伜YWｩ&��縄文土器(後. 晩期)､土師器 冢ﾉ69�｢�野田村所在 

4 ��h�(自z),ｹ�ﾉ,ｲ�JG50.1319 ��塚 �iYI*ﾉ�c�Y&險B�新規 

5 ��h�(自z),ｹ8ﾉ,ｲ�JG50.1319 ��塚 冢ﾉ69�｢�野田村所在 

第12図　山屋敷､新山地区遺跡分布図
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第13図　新山一里塚西壕･乗場､平沢一里塚西壕平面図
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山屋敷遺跡(南西より)

上新山遺跡(南東より)

新山一里塚乗場(南東より)
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同左(西より)

同左(北西より)

新山一里塚西壕(北東より)

第6図版　山屋敷､新山地区遺跡
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6　久喜地区(第14-16図､第7図版)

久喜地区は､三崎半島の南側で､野田湾に面している｡開折が進行しており､急傾斜地

に集落が密集している｡

久喜Ⅰ遺跡は､標高約40mの北東から南西に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡　久喜地区

弥生土器が表採される｡

久喜Ⅱ遺跡は､標高約40mの北東から南西に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､土師器が表採される｡

久喜Ⅲ遺跡は､北から南に延びる丘陵の先端部､海岸線近くに立地する｡標高約40mで､

北東から南西に下る緩斜面である｡現況は畑地である｡縄文土器､石器が表採される｡遺

物の散布量の比較的多く､縄文時代前期前葉に属する土器がまとまっている｡

三崎Ⅸ遺跡は､三崎地区に所在する遺跡である｡標高約180mの北西から南東に下る緩　三崎地区

斜面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､石器等が表採される｡
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番号 �)�Ykﾂ�県遺跡コード 偃ﾙ¥｢�遺構遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 亶hｮﾈuH�)�R�JG41.2178 伜YWｩ&��弥生土器 �iYI*ﾉ�c#�&險B�新規 

2 亶hｮﾈuX�)�R�JG41.2166 伜YWｩ&��縄文土器(前期)､土師器 �iYI*ﾉ�c#�&險B�新規 

3 亶hｮﾈuh�)�R�JG41.2291 伜YWｩ&��縄文土器(前.後期)､石錬､磨石 �iYI*ﾉ�c#�&險B�新規 

4 倅��ﾈ�)�R�JG41.1168 伜YWｩ&��縄文土器､弥生土器?､フレイク �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

第14図　久喜地区遺跡分布図
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

1 亶hｮﾈuH�)�R�弥生土器 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��cy�ﾙLS��

2 亶hｮﾈuH�)�R�弥生土器 �$ﾉ%���� ��cy�ﾙLS"�

3 亶hｮﾈuH�)�R�弥生土器 版)%���� ��cy�ﾙLS2�

4 亶hｮﾈuH�)�R�弥生土器 �$ﾉ%���� ��cy�ﾙLSB�

5 亶hｮﾈuH�)�R�弥生土器 �$ﾉ%���� ��cy�ﾙLSR�

6 亶hｮﾈuH�)�R�土師器賓 �>�､�ｨ6�6b� ��cy�ﾙLSb�

7 亶hｮﾈuX�)�R�土師器嚢 �>�､�ｩ��6�6b� ��cy�ﾙLSr�

8 亶hｮﾈuX�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��cy�ﾙLS��

9 亶hｮﾈuX�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��cy�ﾙLS��

10 亶hｮﾈuX�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%����織維含 ��cy�ﾙLS���

ll 亶hｮﾈuX�)�R�縄文土器深鉢 ���*ｹ+��ﾉ[b�繊維含 ��cy�ﾙLS���

12 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �8ｸ�ｸ7i[b�織維含 ��cy�ﾙLS�"�

13 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �8ｸ�ｸ7i[b�繊維含 ��cy�ﾙLS�2�

14 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 �8ｸ�ｸ7i[b�織維含 ��cy�ﾙLS�B�

15 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 �8ｸ�ｸ7i[b�繊維含 ��cy�ﾙLS�R�

16 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��cy�ﾙLS�b�

17 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 ���9>ｩ[b�織維含 ��cy�ﾙLS�r�

18 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 版$ﾉZ����披維含 ��cy�ﾙLS���

19 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 版$ﾉZ����繊維含 ��cy�ﾙLS���

20 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �$ﾅ)Z����織維含 ��cy�ﾙLS#��

21 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾅ)Z����繊維含 ��cy�ﾙLS#��

22 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾅ)Z����繊維含 ��cy�ﾙLS#"�

23 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �$ﾉ%����織椎含 ��cy�ﾙLS#2�

24 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 版)%����織維含 ��cy�ﾙLS#B�

25 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��cy�ﾙLS#R�

26 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器深鉢 版)%����織維含 ��cy�ﾙLS#b�

27 亶hｮﾈuh�)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[b� ��cy�ﾙLS#r�

28 倅��ﾈ�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��cy�ﾙLS#��

29 倅��ﾈ�)�R�弥生土器 �$ﾉ%��ⅸ�>ｩ[c�� ��cy�ﾙLS#��

30 倅��ﾈ�)�R�弥生土器 �$ﾉ%��ⅸ�>ｩ[c�� ��cy�ﾙLS3��

31 倅��ﾈ�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��cy�ﾙLS3��

32 倅��ﾈ�)�R�縄文土器深鉢 �>ｩ[ih�lR� ��cy�ﾙLS3"�

第15図　久喜地区表採遺物(1)
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ヒ二二二二=空c m

計測値､重量の欄の()内の数値は欠損晶の現存値 

番号 33 �)�Ykﾂ�ｷhｮﾈuh�)�R�器種 佝��B�計測値(単位cm) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 

長さ 2.2 兀ﾒ�厚さ 

0.2 03 ��l｣｣ ��cy�ﾙLS32��cy�ﾙLS3B��cy�ﾙLS3R� 
34 亶hｮﾈuh�)�R�石坊 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�(1.4) ���2�茶�紕��"繧�石 硬質頁LJJ � 

35 36 亶hｮﾈuh�)�R�石銀 冦�6ﾙwB�3.6 ��綯�0.5 剞ﾎ 粘板岩 � 

久喜Ⅲ'跡 ��胄� 迭縒�21 免ﾂ�81 俟I�韃"�第7図版36 第7図版37 ��

37 倅��ﾈ�)�R�二次加工を 有する剥片 ��2.2 釘�2�1.0 ������石 硬質頁岩 � 

-HIJ. ��---5( �� 迭繧�ッ������ｒ�1098.2 (564.5) (208.2) 7459 褒D､･R�第7図版38 第7図版39 第7図版40 第7,tl ��

39 亶hｮﾈuh�)�R�磨石 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ��(78) 茶偵鋳����R��凾閨倹ﾎ 閃緑山 � 

40 亶hｮﾈuh�)�R�磨石 僵ﾈ苓�9¥饉ﾒ�(7.9) 劔石 流紋岩 閃線山 � 

41 亶hｮﾈuh�)�Y8�ﾒ���12.5 湯紕�39 劔 
石4 

第16図　久喜地区表採遺物(2)
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久喜Ⅰ(1-6) ､久喜Ⅱ(7-ll)遺跡

久喜Ⅲ (21-27) ､三崎Ⅸ(28-32)遺跡

久喜Ⅰ遺跡(北西より)

久喜Ⅲ遺跡(東より)

I.3a y5¶

久喜Ⅲ (12-20､33-36､38-41) ､三崎Ⅸ (37)遺跡

久喜Ⅱ遺跡(南東より)
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三崎Ⅸ遺跡(西より)

第7図版　久喜地区表採遺物､遺跡
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三崎地区

小袖地区

一　30　-

7　三崎､小袖地区(第17-24図､第8-12図版)

三崎､小袖地区は､太平洋に張り出した三崎半島に形成された海岸段丘面に相当する｡

当地区は､広く平坦面が認められ｡遺跡の分布密度も濃い｡

三崎遺跡は､三崎地区では最も高い標高約180mの平坦面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器､石器が表採されるが､遺物の分布密度は極めて濃く､その主体は縄文時代

前期で､土器の大破片が畑に散在している｡

三崎山遺跡は､標高約175mの平坦面に立地する｡現況は一部が畑地で他はほとんど山

林である｡縄文土器､石器が表採される｡

三崎Ⅰ遺跡は､標高約175mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器が表採

される｡

三崎Ⅱ遺跡は､標高約170mの南から北に下る緩斜面に立地する｡現況は山林である｡

林道において縄文土器､石器が表採される｡

三崎Ⅲ遺跡は､標高約180mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器が表採

される｡三崎Ⅲ遺跡は､昭和52年に久喜小学校建設に伴い発掘調査が当市教育委員会によっ

て行なわれた｡調査の結果､縄文時代の陥し穴状遺構7基(縄文時代中期2基) ､土壌6

基が検出され､縄文時代中期､後期､弥生時代の遺物も出土している0

三崎Ⅳ遺跡は､標高約175mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､石器

が表採される｡

三崎Ⅴ遺跡は､標高約160mの平坦面に立地する｡現況は山林であるため遺物の表採は

不可能であった｡

三崎Ⅵ遺跡は､標高約175mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､石器

が表採される｡

三崎Ⅶ遺跡は､標高約150mの平坦面に立地する｡現況は荒れ地､山林である｡縄文土

器が表採される｡

三崎Ⅷ遺跡は､標高約170mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､石器

が表採される｡

小袖Ⅰ遺跡は､標高約130- 150mの南から北に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地で

ある｡縄文土器､石器が表採される｡

小袖Ⅱ遺跡は､標高約170mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､石器

が表採される｡小袖Ⅱ遺跡は昭和61年に小袖小学校建設に伴い当市教育委員会によって発

掘調査が行なわれている｡調査の結果､経文時代の陥し穴状遺構6基(時期不明) ､土塊

6基(時期不明) ､埋聾1基(縄文時代後期)が検出されている｡

小袖Ⅲ遺跡は､標高約160- 170mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑

地である｡縄文土器､石器が表採される｡

小袖Ⅳ遺跡は､標高約160- 170mの平坦面に立地する｡現況は荒れ地である｡縄文時

代の遺物が表採されるが､長年の風雨に晒され広範囲にわたって表土の消失が著しい状況

である｡自然破壊により消滅した可能性がある｡



番号 �)�Ykﾂ�県i劫弥コード 偃ﾙ¥｢�遺構.遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 倅��)�R�JG41.1288 伜YWｩ&��縄文土器(前.中期)､石斧､磨石 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

2 倅�亥(�)�R�JG41.1379 偖yx��R�縄文土器(前期)､石斧 �iYI*ﾉ�c#)&隘�ﾂ� 

3 倅��H�)�R�JG41.2301 偖yx��R�縄文土器(前.中期) �iYI*ﾉ�c#)&隘�ﾂ� 

4 倅��X�)�R�JG42.1071 偖yx��R�縄文土器(前期)､石斧､磨石､凹石 �iYI*ﾉ�c#)&餉B� 

5 倅��h�)�R�JG41.1294 偖yx��R�縄文土器(中.後期)､弥生土器 �iYI*ﾉ�c#�&餉B�昭和52年度発掘調査実施､陥し穴､土塊 

6 倅��x�)�R�JG41.1342 伜YWｩ&��縄文土器(前.後期)､石器 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

7 倅���)�R�JG41.2021 伜YWｩ&��縄文土器 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

8 倅���)�R�JG41.1238 伜YWｩ&��縄文土器仲.後期)､石鋳､石斧 �iYI*ﾉ�c#)&險B�新規 

9 倅��ｨ�)�R�JG41.1306 伜YWｩ&��縄文土器(前期) �iYI*ﾉ�c#)&險B�新規 

10 倅��ｸ�)�R�JG41.1209 伜YWｩ&��縄文土器(前期)､石斧 �iYI*ﾉ�c#)&險B�新規 

ll 傅ﾉ�8uH�)�R�JG31.1382 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､石斧 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

12 傅ﾉ�8uX�)�R�JG41.0208 偃ｸ�｢�縄文土器(後期)､石斧､磨石､戯石 �iYI*ﾉ�c#9&險B�昭和61年度発掘調査､埋聾､陥し穴､土塊 

13 傅ﾉ�8uh�)�R�JG41.0331 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､石錐､石斧､敵石 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

14 傅ﾉ�8ux�)�R�JG41.0374 伜YWｩ&��縄文土器(後.晩期)､石鉄 �iYI*ﾉ�c#)&險B� 

15 傅ﾉ�8u�)�R�JG31.2249 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､石器 �iYI*ﾉ�c#9&險B�新規 

16 傅ﾉ�8u�)�R�G41.0256 伜YWｩ&��縄文土器(前.後期)､弥生土器､石斧 �iYI*ﾉ�c#)&險B�新規 

17 傅ﾉ�8uｨ�)�R�JG41.0288 伜YWｩ&��弥生土器 �iYI*ﾉ�c#)&險B�新規 

18 傅ﾉ�8uｸ�)�R�_ー641.0224 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c#9&險B�新規 

第17図　三崎､小袖地区遺跡分布図
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願.健晒禦錐梅

番号 1 �)�Ykﾂ�蓼ﾞ�)�R�券種 縄文土器深鉢 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

口ロ､P,,RL､'LR､､ ��H査ｭﾂ���査ｭﾂ�第8図版1 第8図版2 

2 倅��)�R�蓼ﾞ�)�R�縄文土器探鉢 縄文土器探鉢 ��"�胸xﾙ[jDﾅ)%����

3 劍ﾏｸ傚YH胸xﾙ[jDﾅ)%��ⅵ$ﾅ)Z����E�鏈[b�級維含 繊維含 ��c��ﾙLS2��c��ﾙLSB�

4 倅��)�R�蓼ﾞ�)�R�蓼ﾞ�)�R�縄文土器探鉢 縄文土器深鉢 縄文土器探鉢 

5 6 劔E�鏈[b�ﾅ)%����繊維含 ��c��ﾙLSR�

織維含 ��c��ﾙLSb�

第18図　三崎､小袖地区表採遺物(1)
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

7 倅��)�R�縄文土器深鉢 �ｹxﾙ[jDﾅ)%����繊維含 ��c��ﾙLSr�

8 倅��)�R�縄文土器深鉢 僞�鏈[b�織維含 ��c��ﾙLS��

9 倅��)�R�縄文土器深鉢 侏I�ﾈ�8ﾚﾚE$ﾉ%���� ��c��ﾙLS���

10 倅��)�R�縄文土器深鉢 几)���8苓ﾆ�謇<ｹ[jH蝿�9>ｩ[b�織維含 ��c��ﾙLS��

ll 倅��)�R�縄文土器深鉢 侏I�ﾈ�8ﾚﾚI����謇<ｹ[b�織維含 ��c��ﾙLS���

12 倅��)�R�縄文土器深鉢 ��ﾘ�)xﾘﾄ��ﾈ�8ﾚﾚI����謇<ｹ[b�繊維含 ��c��ﾙLS�"�

13 倅��)�R�縄文土器深鉢 �ｹxﾙ[jE$ﾉ%����織維含 ��c��ﾙLS�2�

14 倅��)�R�縄文土器探鉢 冢阡移ｨ�8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾚI�ﾘ�)xﾘ���ﾂ�繊維含 ��c��ﾙLS�B�

15 倅��)�R�縄文土器深鉢 冦盈ｨ�9E�鏈[b�織維含 ��c��ﾙLS�R�

16 倅��)�R�縄文土器深鉢 冦Imｨ�9E�鏈[b�織維含 ��c��ﾙLS��

17 倅��)�R�縄文土器深鉢 �ｹxﾙ[b�繊維含 ��c��ﾙLS"�

18 倅��)�R�縄文土器深鉢 ��ﾘ�)xﾘ���ﾊDﾅ)%����繊維含 ��c��ﾙLS�b�

19 倅��)�R�縄文土器深鉢 冦Imｨ�9E�鏈[b�繊維含 ��c��ﾙLS�r�

20 倅��)�R�縄文土器深鉢 偖xﾘy+��ﾉ[b�繊維含 ��c��ﾙLS2�

21 倅��)�R�縄文土器深鉢 佰ｹ���8ﾘ�ｪI����苓ﾆ�謇<ｹ[b� ��c��ﾙLSB�

22 倅��)�R�縄文土器深鉢 偖y�ﾉ[jH胸l�[b� ��c��ﾙLSr�

23 倅��)�R�縄文土器深鉢 僥x�8ﾏｸ傅HﾋI�ﾈ�8ﾚﾚDﾅ)%����鉄雄含 ��c��ﾙLS��

24 倅�亥(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c��ﾙLSR�

25 倅�亥(�)�R�縄文土器深鉢 �8ｸ�ｸ7i[b�織維含 ��c��ﾙLSb�

26 倅�亥(�)�R�縄文土器深鉢 版)%����繊維含 ��c��ﾙLS��

27 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[b�繊維含 ��c��ﾙLS���

28 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLS���

29 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 冦Imｨ�9E�鏈[b�繊維含 ��c��ﾙLS�"�

第19図　三崎､小袖地区表採遺物(2)
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

30 倅��H�)�R�縄文土器探鉢 ��ｪｨ�9+��ﾉ[b� ��c��ﾙLS�2�

31 倅��X�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b�繊維含 ��c��ﾙLS�B�

32 倅��X�)�R�縄文土器深鉢 版)%����織維含 ��c��ﾙLS�R�

33 倅��X�)�R�縄文土器深鉢 �.ｩYIm駅Hﾚﾒ� ��c��ﾙLS�r�

34 倅��X�)�R�縄文土器深鉢 �.ｩYIm駅Hﾚﾒ� ��c��ﾙLS���

35 倅��X�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLS�b�

36 倅��h�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c��ﾙLS���

37 倅��h�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c��ﾙLS#��

38 倅��x�)�R�縄文土器深鉢 冖9��� ��c��ﾙLS#��

39 倅��x�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%��ⅸﾏｹ���9>ｩ[b� ��c��ﾙLS#"�

40 倅��x�)�R�縄文土器探鉢 �ｹxﾙ[c��繊維含 ��c��ﾙLS#2�

41 倅��x�)�R�縄文土器深鉢 版)%����繊維含 ��c��ﾙLS#B�

42 倅���)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c��ﾙLS#��

43 倅���)�R�縄文土器探鉢 佰ｸ傀ﾋI�ﾈ�8ﾚﾚHﾋI�ﾉ�����8ﾚﾒ� ��c��ﾙLS#b�

44 倅���)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c��ﾙLS#r�

45 倅���)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jIE�鏈[b� ��c��ﾙLS#��

46 倅���)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c��ﾙLS3��

47 倅���)�R�縄文土器深鉢 版)%��ⅹ.ｩYImI�8ﾚﾒ� ��c��ﾙLS3"�

48 倅���)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c��ﾙLS3��

49 倅���)�R�縄文土器深鉢 几)��Dﾅ)%����織維含 ��c��ﾙLS#R�

50 倅��H�)�R�縄文土器探鉢 几)���8咥�:HﾋI�ﾈ�8ﾚﾚDﾅ)%���� ��c��ﾙLS32�

51 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 几)���8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾚH胸xﾙ[jDﾅ)%����繊維含 ��c��ﾙLS3B�

52 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 ���9>ｩ[b�繊維含 ��c��ﾙLS3R�

53 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 冦Imｨ�9E�鏈[b�繊維含 ��c��ﾙLS3b�

54 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%����繊維含 ��c��ﾙLS3r�

55 倅��H�)�R�縄文土器深鉢 僥x�8ﾏｸ傅H蝿�9>ｩ[b� ��c��ﾙLS3��

56 倅��ｨ�)�R�縄文土器深鉢 佰ｹ���ｪDﾅ)%����繊維含､金雲母多含 ��c��ﾙLS3��

57 倅��ｨ�)�R�縄文土器深鉢 侏I�ﾈ�8ﾚﾓ��繊維含､金雲母多含 ��c��ﾙLSC��

58 倅��ｨ�)�R�縄文土器探鉢 �>ｩ[b� ��c��ﾙLSC��

59 倅��ｸ�)�R�縄文土器深鉢 版)%����織維含 ��c��ﾙLSC2�

60 倅��ｨ�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b�級維含 ��c��ﾙLSC"�

第20図　三崎､小袖地区表採遺物(3)
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番号 61 �)�Ykﾂ�揵�8uH�)�R�揵�8uH�)�R�揵�8uH�)�R�揵�8uI,y�R�揵�8uX�)�R�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

縄文土器深鉢 傀��ﾉ[b� ��c��ﾙLSCB�
62 63 剴齦ｶ土器深鉢 �+��ﾉ[b� ��c��ﾙLSCR�

縄文土器深鉢 冦Imｨ�9E�鏈[b� ��c��ﾙLSCb�
64 65 剴齦ｶ土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSCr�

ツ 哘*JB� ��c��ﾙLSC���c��ﾙLSC��

66 傅ﾉ�8uX�)�R�揵�8uX�)�R�揵�8uX�)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� 

67 剴齦ｶ土器深鉢 �+��ﾉ[jH苓ﾆ�謇<ｹ[b� ��c��ﾙLSS��
ソ 唏4�<ｲ� ��c��ﾙLSS��

69 傅ﾉ�8uh�)�R� �� 栄 ���JHｬzBy<ｴﾅ*JB� ��c��ﾙLSS"��c��ﾙLSS2��c��ﾙLSSB�
70 傅ﾉ�8uh�)�R�縄文土器深鉢 ��"�Fx�8ﾏｸ傅I+��ﾉ[jIk9��>ｩ[b� 

71 72 73 傅ﾉ�8uh�)�R�揵�8uh�)�R�揵�8uh�)�R�揵�8ux�)�R�耳揵�8ux�)�R�ﾈ�ﾆｪI�8ux�)�R�ﾈ揵�8ux�)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[b� 

縄文土器深鉢 縄文土器探鉢 �.ｩYIm駅Hﾚﾒ� ��c��ﾙLSSR�

突起､沈線文 ��第9図版56 
74 75 剴齦ｶ土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSSr�

縄文土器深鉢 冖9[b� ��c��ﾙLSS��
76 剴齦ｶ土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSS��

77 剴齦ｶ土器鉢 �+��ﾉ[jH7�4ｸ4ﾂ� ��c��ﾙLSc��

78 79f 綿揵�8u�)�R�揵�8u�)�R�揵�8u�)�R�揵�8u�)�X�ｲ�揵�8u�)�Vﾂ�揵�8u�)�R�揵�8u�)�R�揵�8u�)�Vﾂ�揵�8uｨ�)�R�揵�8uｨ�)�R�l縄文土器探鉢 f縄文土器深鉢 l縄文土器探鉢f 縄文土器深鉢l 傀��ﾉ[b� ��c��ﾙLSc��

沈線文､RL単節 ��第9図版62 
80 劔+��ﾉ[jIk9��� ��c��ﾙLSc2�

81 82 83 剩ﾅ)%���� ��c��ﾙLScB�

縄文土器深鉢1 縄文土器深鉢l 版)%���� ��c��ﾙLScR�

RL単節 羽状縄文 ��第9図版66 
84 85 剴齦ｶ土器深鉢 剔@維含 ��c��ﾙLScr�

弥生土器? �+��ﾉ[jI����ﾘ�｢� ��c��ﾙLSc��
86 剿岦ｶ土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jI����ﾘ�｢� ��c��ﾙLSc��

87 凵Rツ 俎:JHﾏ�<ｲ� ��c��ﾙLSs���c��ﾙLSs��

88 89 90 91 92 93 94 傅ﾉ�8uｨ�)�R�揵�8uｨ�)�R�揵�8uｨ�)�R�揵�8uｸ�)�Vﾂ�揵�8uｨ�)�Vﾂ�揵�8uｸ�)�Vﾂ�揵�8uｸ�)�X�｢�弥生土器探鉢 ��"�+��ﾉ[b� 

弥生土器深鉢 �$ﾈ�>ｩ[b� ��c��ﾙLSs"�

弥生土器深鉢 �$ﾈ�>ｩ[b� ��c��ﾙLSs2�

縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSsB�

縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSsR�

縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSsb�

縄文土器深鉢 版)%���� ��c��ﾙLSsr�

第21図　三崎､小袖地区表採遺物(4)
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0　　　　2:3

計測i 劔�+ﾊH�|ｨ,ﾉy8,ﾂｒ�凾ﾌ数値は欠損品の現 剔ｶ値 

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量 �&ﾂ�%�絹6ﾒ��偬I|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

95 倅���)�R�石鋳 �ｨｮ駝8ﾇ2�(2.1) ��紕�0.3 茶�縒��硬質頁岩 ��c��ﾙLSs�� 

96 傅ﾉ�8uh�)�R�石銭 �ｨｮ騁ﾈﾇ2�(3.0) ���2�0.5 茶�繧��硬質頁岩 ��c��ﾙLSs�� 

97 傅ﾉ�8ux�)�R�石鍍 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�3.0 �����0.4 �����硬質頁岩 ��c��ﾙLS��� 

98 傅ﾉ�8uh�)�R�石槍? ��4.4 �"�"�0.3 �2綯�粘板岩 ��c��ﾙLS��� 

99 倅��)�R�両面加工石器 ��4.7 �2�2�1.0 ��B綯�硬質頁岩 ��c��ﾙLS�"� 

100 倅��)�R�二次加工を有する剥片 ��6.8 �2紕�1.7 �3偵b�硬質頁岩 ��c��ﾙLS�2� 

101 傅ﾉ�8u�)�R�二次加工を有する剥片 ��4.6 �"縒�1.1 ��"���硬質頁岩 ��c��ﾙLSィ� 

102 倅��x�)�R�二次加工を有する剥片 ��7.1 �"縒�1.5 �3�紕�硬質頁岩 ��c��ﾙLSコ� 

103 傅ﾉ�8u�)�R�ピエスエスキーユ ��3.0 �2紕�0.6 澱繧�硬質頁岩 ��c��ﾙLSッ� 

第22図　三崎､小袖地区表採遺物(5)
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計測値_重量の欄の()内の数値は欠損晶の現 劔劔剔ｶ値 

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量値(単位ctn) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ �8��厚さ 

104 傅ﾉ�8uX�)�R�磨製石斧 ��(5.2) �2���1.1 茶3�縒��閃緑岩 ��c���ﾙLSR� 

105 傅ﾉ�8u�)�R�磨製石斧 ��(5.1) 茶B繧��(2.5) 茶湯����花尚閃緑岩 ��c���ﾙLSb� 

106 倅���)�R�磨製石斧 ��(9.7) 茶B�"��(2.8) 茶�sr�"��砂岩 ��c���ﾙLSr� 

107 倅��X�)�R�磨製石斧 ��(5.0) 茶2����(2.8) 茶Sr纈��閃緑岩 ��c���ﾙLS�� 

108 傅ﾉ�8uX�)�R�磨製石斧 ��(5.7) 茶2紕��(2.5) 茶cb繧��花尚閃緑岩 ��c���ﾙLS�� 

109 傅ﾉ�8uh�)�R�磨製石斧 ��(5.7) 茶2繧��(2.2) 茶cr紕��砂岩 ��c���ﾙLS��� 

110 倅��X�)�R�打製石斧 ��(12.3) 茶R����(3.4) 茶#c��2��安山岩 ��c���ﾙLS��� 

111 傅ﾉ�8uh�)�R�打製石斧 ��(8.3) 茶B繧��(3.3) 茶�コ縒��花尚岩 ��c���ﾙLS�"� 

112 倅��)�R�打製石斧 ��10.7 迭縒�2.8 �#3����花尚閃緑岩 ��c���ﾙLS�2� 

113 倅�亥(�)�R�打製石斧 ��(7.4) 釘絣�1.5 茶cB����粘板岩 ��c���ﾙLS�R� 

114 傅ﾉ�8uX�)�R�打製石斧 ��ll.4 澱綯�1.8 ��cr縒�閃緑岩 ��c���ﾙLS�r� 

115 倅��ｨ�)�R�打製石斧 ��(4.9) 茶B����(1.5) 茶#ゅR��砂岩 ��c���ﾙLS�B� 

116 傅ﾉ�8uH�)�R�打製石斧 ��(3.5) 茶B�2��(1.3) 茶#b絣��花尚閃緑岩 ��c���ﾙLS�b� 

第23図　三崎､小袖地区表採遺物(6)
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計測¶ 劔劔+ﾈ�ｸ�|ｨ,ﾉy8,ﾂｙ>�,ﾉ�I&ﾈ,ﾘﾈy���剳iの現存値 

番号 �)�Ykﾂ�器種 ���ｩ|ｩ&ﾂ�%�絹7���劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 ノ腰､ �+x+2�幅 佰ｨ+2�

117 倅��)�R�磨石 僵ﾈ苓�9¥饉ﾒ�7.1 ��2�"�3.1 �3釘纈�花尚岩 ��c��ﾙLSビ� 

118 倅��X�)�R�磨石 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ��7.4 ��2�"�6.0 田コ紕�花尚閃緑岩 ��c��ﾙLSモ� 

119 傅ﾉ�8uX�)�R�磨石 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ��8.2 ��"���4.5 鉄釘���花尚岩 ��c��ﾙLSヲ� 

120 傅ﾉ�8uX�)�R�磨石 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ��7.0 ��R���5.3 塔cゅB�硬砂岩 ��c��ﾙLS���凹2ヶ所 

121 倅��X�)�R�裸器 ��ll.4 唐�"�4.0 鉄�r繧�閃緑岩 ��c���ﾙLS�� 

122 倅��X�)�R�凹石 ��(12.3) 澱���(5.1) 茶c�r纈��花尚閃緑岩 ��c���ﾙLS"�凹4ヶ所 

123 傅ﾉ�8uh�)�R�敵石 ��5.3 迭縒�5.1 �#Cr纈�斑梶岩 ��c���ﾙLSB� 

124 傅ﾉ�8uX�)�R�敵石 ��5.3 迭���4.4 �#�r���斑掘岩 ��c���ﾙLS2� 

第24図　三崎､小袖地区表採遺物(7)
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小袖Ⅴ遺跡は､標高約約140mの南から北に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､石器が声採される｡

小袖Ⅵ遺跡は､標高約175mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡純文土器､弥生

土器､石器が表採される｡

小袖Ⅶ遺跡は､標高約170mの平坦面に立地する｡現況は畑地である｡弥生土器が表採

される｡

小袖Ⅷ遺跡は､標高約170mの南から北に下る緩斜面に立地する｡現況は山林である｡

林道において縄文土器が表採される｡
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三崎(1 -17)
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第8図版　三崎地区表採遺物



三崎(1-4､7､8)､三崎山(5-6､9)､三崎Ⅰ (10-13)

三崎Ⅰ (33-38) ､三崎Ⅶ(39-41) ､三崎Ⅷ(42､43) (40､42)

小袖Ⅲ (52-56) ､小袖Ⅳ (57-60) ､小袖Ⅴ (61-63)遺跡

三崎Ⅵ (78)､小袖Ⅲ (79､81)､小袖Ⅳ (80)､三崎(82､83)､

小袖Ⅴ (84､86) ､三崎Ⅳ (85)

三崎Ⅱ (14-18)､三崎Ⅲ (19､20)､三崎Ⅳ (21-24)､

三崎Ⅵ (25-32)

小袖Ⅰ (44-47)､小袖Ⅱ (48-51)遺跡

小袖Ⅳ (64-68) ､小袖Ⅶ (69-73) ､小袖Ⅶ (74-77)遺跡

毒壷;こ!-- -室--萱-

三崎(87)､三崎Ⅱ (88)､小袖Ⅱ (89､90)

第9図版　三崎､小袖地区表採遺物
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三崎Ⅱ(1､2)､小袖Ⅱ(3)､小袖Ⅲ(4)

三崎Ⅱ (ll)､小袖Ⅲ(12)､三崎(13)､三崎山(15)､

三崎Ⅸ(17)､小袖Ⅰ (14)､小袖Ⅱ (16)

三崎山遺跡(北西より)

三崎Ⅱ遺跡(東より)

ー　42　-

小袖Ⅱ(5､9)､小袖Ⅵ(6)､三崎Ⅱ(8)､三崎Ⅵ(7)､

小袖Ⅲ (10)

三崎遺跡(北東より)

三崎Ⅰ遺跡(西より)

第10図版　三崎､小袖地区表採遺物､遺跡
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((17僻qF)轟憎Ⅰ皆川
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小袖Ⅳ遺跡(南西より)

小袖Ⅵ遺跡(北東より)

小袖Ⅷ遺跡(北より)

-　44　-

小袖Ⅴ遺跡(北より)

小袖Ⅶ遺跡(南より)

三崎段丘遠景(南より)

第12図版　小袖地区遺跡
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8　館石､小袖沢､大尻地区(第25-31図､第13-15図版)

館石地区は､三崎地区の西方約2knの海岸段丘面に相当する｡三崎地区段丘面と同一の段

丘であるが､館石地区が数m高い｡

館石Ⅰ遺跡は､標高約180- 190mの西から東に下る緩斜面に立地する｡現況は牧草地　館石地区

であるため､遺物の表採は不可能であった｡

館石Ⅱ遺跡は､標高約190mの平坦面に立地する○現況は山林であるため､遺物の表採

は不可能であった｡

館石Ⅲ遺跡は､標高約185mの北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器が表採される｡

館石Ⅳ遺跡は､標高約185mの北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡石鯨が表採される｡

館石Ⅴ遺跡は､標高約190mのはば平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､

石器が表採される｡

館石Ⅵ遺跡は､標高約185mの北西から南東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地であ

る｡縄文土器､石器が表採される｡

館石Ⅶ遺跡は､標高約185mの東から西に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､石器が表採される｡

館石Ⅷ遺跡は､標高約190mの西から南に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､石器が表採される｡

館石Ⅸ遺跡は､標高約185mの西から南に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､石器が表採される｡

館石Ⅹ遺跡は､標高約185mのほぼ平坦面に立地する｡現況は畑地である｡縄文土器､

石器が表採される｡

小袖沢地区は､北流して､小袖漁港に注ぐ小袖沢の中流域に相当する｡

小袖沢遺跡は､標高約100mの北西から南東に下る斜面に立地する｡現況は畑地である｡

縄文土器､石器が表採される｡

大尻Ⅷ遺跡は､標高約180mの西から東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑地である｡

弥生土器､石器が表採される｡

高畑遺跡は､標高約110-130mの南西から北東に下る緩斜面に立地する｡現況は畑

地である｡縄文土器､石器が表採される｡

小袖沢地区

大尻地区
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番号 �)�Ykﾂ�県遺跡コード 偃ﾙ¥｢�遺構遺物 傀ｨﾝﾙ&��備考 

1 亊��鑾H�)�R�JG41.0087 偖yx��R�縄文土器(前.後期) �iYI*ﾉ�c��&險B� 

2 亊��鑾X�)�R�JG41.0057 偖yx��R�縄文土器(前.後期) �+y>�*ﾉ�cCR紊i&險B� 

3 亊��鑾h�)�R�JG41.0067 伜YWｩ&��縄文土器(後期) �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

4 亊��鑾x�)�R�JG41.0049 伜YWｩ&��石鋳 �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

5 亊��鑾�)�R�JG41.0131 伜YWｩ&��縄文土器(中.後期)､石鉾､石斧等 �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

6 亊��鑾�)�R�JG41.0113 伜YWｩ&��縄文土器(中.後期)､石錬､石斧等 �+y>�*ﾉ�cCi&險B�新規 

7 亊��鑾ｨ�)�R�JG41.0142 伜YWｩ&��縄文土器(中期)､石錐､石匙 �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

8 亊��鑾ｨ�)�R�JG41.0143 伜YWｩ&��縄文土器(中期)､石器 �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

9 亊��鑾ﾈ�)�R�JG41.0153 伜YWｩ&��縄文土器(中.後期)､石錬､石器 �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

10 亊��鑾ﾘ�)�R�JG41.0145 伜YWｩ&��縄文土器(中.後期) �iYI*ﾉ�c��&險B�新規 

ll ��Y�ｸuｨ�)�R�JG41.2068 伜YWｩ&��弥生土器､赦石､磨石､凹石 �+y>�*ﾉ�cCY&險B�新規 

12 傅ﾉ�9�(�)�R�JG41.0280 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､石斧 �iYI*ﾉ�c#9&險B� 

13 俘)J�)�R�JG41.1291 伜YWｩ&��縄文土器(後期)､石鉄 �+y>�*ﾉ�cCi&險B�新規 

第25図　館石､大尻､小袖沢地区遺跡分布図
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

1 亊��鑾h�)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS��

2 亊��鑾h�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS"�

3 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 几)��I+��ﾉ[jDﾅ$ﾉZ���� ��c�9�ﾙLS2�

4 亊��鑾�)�R�縄文土器探鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLSB�

5 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 几)��Dﾅ)%���� ��c�9�ﾙLSR�

6 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLSb�

7 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSr�

8 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS��

9 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 僞�鏈[b� ��c�9�ﾙLS��

10 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 几)���8咥�:I+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS���

ll 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS���

12 亊��鑾�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS�"�

13 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器探鉢 几)���8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾚI����ﾘ�ｪIFx�8ﾏｸ偐� ��c�9�ﾙLS�2�

14 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器探鉢 几)���8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾒ� ��c�9�ﾙLS�B�

15 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 几)���8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾚIZ�ﾘx8ﾘ偐� ��c�9�ﾙLS�R�

16 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 几)���8ﾋI�ﾈ�8ﾚﾒ� ��c�9�ﾙLS�b�

17 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c�9�ﾙLS�r�

18 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 几)��Dﾅ)%���� ��c�9�ﾙLS���

19 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器探鉢 几)��I<ｸｴ餾B� ��c�9�ﾙLS���

20 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 �<ｸｴ鵙$ﾉ%��ⅹ+��ﾉ[b� ��c�9�ﾙLS#��

21 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS#��

22 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器探鉢 几)��Dﾅ$ﾉZ���� ��c�9�ﾙLS#"�

23 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ$ﾉZ���� ��c�9�ﾙLS#2�

24 亊��鑾ｨ�)�R�縄文土器深鉢 ��ｪｨ�9+��ﾉ[b� ��c�9�ﾙLS#B�

25 亊��鑾ﾈ�)�R�縄文土器深鉢 冖9[b� ��c�9�ﾙLS#R�

26 亊��鑾ﾈ�)�R�縄文土器探鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLS#b�

27 亊��鑾ﾈ�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLS#r�

28 亊��鑾ﾈ�)�R�縄文土器探鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS#��

29 亊��鑾ﾘ�)�R�縄文土器深鉢 几)��H謇<ｹ[b� ��c�9�ﾙLS#��

30 亊��鑾ﾘ�)�R�縄文土器深鉢 冖9��� ��c�9�ﾙLS3��

第26図　館石区表採遺物
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番号 �)�Ykﾂ�器種 兌ivﾂ�備考 們ｩ���ﾙLR�

31 亊��鑾ﾘ�)�R�縄文土器探鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLS3��

32 亊��鑾ﾘ�)�R�縄文土器深鉢 舒ﾙlｩHﾙx�� ��c�9�ﾙLS3"�

33 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS32�

34 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｲ� ��c�9�ﾙLS3B�

35 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS3R�

36 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS3b�

37 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS3r�

38 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS3��

39 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jHﾏ�ﾍﾘ謇<ｺE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLS3��

40 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSC��

41 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSC��

42 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[b� ��c�9�ﾙLSC"�

43 ��Y�ｸuｸ�)�R�弥生土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSCR�

44 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[b� ��c�9�ﾙLSCB�

45 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 兌ﾘﾗ9+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSC2�

46 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 �$ﾈ�>ｩ[b� ��c�9�ﾙLSCb�

47 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 �$ﾈ�>ｩ[b� ��c�9�ﾙLSCr�

48 ��Y�ｸuｨ�)�R�弥生土器深鉢 �$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSC��

49 傅ﾉ�9�(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jIk9��� ��c�9�ﾙLSC��

50 傅ﾉ�9�(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jIk9��� ��c�9�ﾙLSS��

51 傅ﾉ�9�(�)�R�経文土器深鉢 �+��ﾉ[jH謇<ｹ[jDﾅ)%��ⅹFx�8ﾏｸ偐� ��c�9�ﾙLSS��

52 傅ﾉ�9�(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c�9�ﾙLSS"�

53 傅ﾉ�9�(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jDﾅ)%���� ��c�9�ﾙLSS2�

54 傅ﾉ�9�(�)�R�縄文土器深鉢 �+��ﾉ[jE$ﾉ%���� ��c�9�ﾙLSSB�

55 俘)J�)�R�縄文土器深鉢 几)��I+��ﾉ[b� ��c�9�ﾙLSSR�

56 俘)J�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLSSb�

57 俘)J�)�R�縄文土器深鉢 僞�鏈[b� ��c�9�ﾙLSSr�

58 俘)J�)�R�縄文土器深鉢 版)%���� ��c�9�ﾙLSS��

第27図　館石､大尻､小袖沢地区表採遺物

一　48　-

∩
仏
　
門
目
端

･･.. t･?磯･
1

50

n
=
=
日
日
叫

〟
仰
5

翠
日
〓
目
端

5

け

い

5



0　　　　2:3　　　　5¢m

ヒ=========ー

･l≡ 劔劔tﾊH�|ｨ,ﾉy8,ﾂｙ>�,ﾉ�I&ﾈ,ﾘﾈy���剳iの現存値 

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量 �+ﾂ����位00) 偬I|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

59 亊��鑾x�)�R�石鉄 �ｨｮ駝8ﾇ2�(2.0) ��紕�0.3 茶�綯��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSS�� 

60 亊��鑾x�)�R�石錬 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�(1.7) ��纈�0.4 茶�纈��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSc�� 

61 亊��鑾x�)�R�石銭 �<ｨｮ騁ﾈﾇ2�(2.0) ��繧�0.6 茶�縒��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSc�� 

62 亊��鑾�)�R�石鉄 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�1.7 茶�紕��0.4 茶�綯��硬質貢岩 ��c�9�ﾙLSc"� 

63 亊��鑾�)�R�石錐 �ｨｮ駝8ﾇ2�1.8 ���2�0.4 ��絣�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSc2� 

64 亊��鑾ｨ�)�R�石鎌 �ｨｮ駝8ﾇ2�3.0 ��紕�0.4 ���"�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLScB� 

65 亊��鑾ｨ�)�R�石錬 �隶��3.1 ��絣�0.6 �"綯�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLScR� 

66 亊��鑾ｨ�)�R�石鉄 �<ｨｮ駝8ﾇ2�3.3 ��絣�0.4 ��纈�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLScb� 

67 亊��鑾ｨ�)�R�石鎌 冩iwB�2.8 �����0.6 �����硬質頁岩 ��c�9�ﾙLScr� 

68 亊��鑾ｨ�)�R�石錬 �<ｨｮ騁ﾈﾇ2�2.8 �����0.5 ���"�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSc�� 

69 亊��鑾ｨ�)�R�石鉄 �<ｨｮ騁ﾈﾇ2�3.5 ���"�0.6 ��縒�硬質貢岩 ��c�9�ﾙLSc�� 

70 亊��鑾ｨ�)�R�石嫉 兌ﾘｮ騁ﾈﾇ2�2.5 ��紕�0.6 ��紕�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs�� 

71 亊��鑾ｨ�)�R�石妹 �ｨｮ騁ﾈﾇ2�(3.4) ��縒�0.6 茶"紕��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs�� 

72 亊��鑾ｨ�)�R�石鉄 �ｨｮ騁ﾈﾇ2�(3.2) ��絣�0.5 茶�綯��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs"� 

73 亊��鑾ｨ�)�R�石嫉 ��(2.2) 茶�����(0.5) 茶�縒��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs2� 

74 亊��鑾ｨ�)�R�石銭? ��(2.7) 茶�縒��(0.6) 茶"����硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSsB� 

第28図　館石地区表採遺物
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0　　　　2:3　　　　5cm

ヒ:==コ==由

計測値､重量の欄の( )内の数値は欠損品の現存値

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量値(単位cm) 劍�|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

75 亊��鑾ﾈ�)�R�石鍍 �ｨｮ駝8ﾇ2�1.7 ���2�0.5 ��紕�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSsR� 

76 亊��鑾ﾈ�)�R�石鎮 �ｨｮ駝8ﾇ2�1.7 �����0.4 ��紕�メノウ ��c�9�ﾙLSsb� 

77 亊��鑾ﾈ�)�R�石錬 �<ｨｮ騁ﾈﾇ2�(4.2) ���2�0.7 茶2�"��硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSsr� 

78 俘)J�)�R�石錬 兌ﾘｮ駝8ﾇ2�3.5 �"���0.5 �"綯�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs�� 

79 亊��鑾ｨ�)�R�石匙 偬9+r�4.8 �"紕�0.7 澱�2�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLSs�� 

80 亊��鑾ｨ�)�R�スクレイパー ��3.3 迭�2�0.8 ���綯�硬質頁岩 ��c�9�ﾙLS��� 

81 亊��鑾ﾈ�)�R�ピエスエスキーユ ��3.0 �2紕�0.9 湯���硬質頁岩 ��c�9�ﾙLS��� 

第29図　館石､大尻地区表採遺物
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0　　　1:3　　10cm

計測値､重量の欄の( )内の数値は欠損晶の現存値

番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量 傲r����位en) 偬I|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

82 亊��鑾�)�R�磨製石斧 ��(5.2) 茶B纈��(2.0) 茶Sゅr��閃緑岩 ��c�I�ﾙLS�� 

83 亊��鑾�)�R�磨製石斧 ��(8.1) 茶B�2��(2.8) 茶�S"����砂岩 ��c�I�ﾙLS"� 

84 亊��鑾�)�R�磨製石斧 ��(9.5) 茶B繧��(2.5) 茶���纈��閃緑岩 ��c�I�ﾙLS2� 

85 亊��鑾�)�R�打製石斧 ��(5.9) 茶B����(1.5) 茶CR繧��砂岩 ��c�I�ﾙLSB� 

86 亊��鑾�)�R�打製石斧 ��(10.0) 茶R紕��(3.0) 茶#sR縒��花尚閃緑岩 ��c�I�ﾙLSR� 

87 傅ﾉ�9�(�)�R�打製石斧 ��(6.7) 茶B繧��(2.1) 茶sr����粘板岩 ��c�I�ﾙLSr� 

88 傅ﾉ�9�(�)�R�打製石斧 ��10.2 釘繧�3.3 �#CR綯�砂岩 ��c�I�ﾙLSb� 
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第30図　館石､小袖沢地区表採遺物
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番号 �)�Ykﾂ�器種 佝��B�測量値(早 刪ﾊen) 偬I|｢��%�絹r��石質 們ｩ���ﾙLR�備考 
長さ 兀ﾒ�厚さ 

89 ��Y�ｸuｨ�)�R�赦石 ��13.4 澱纈�5.2 都C����花尚閃緑岩 ��c�I�ﾙLS�� 

90 亊��鑾�)�R�磨石 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ��6.4 ��B綯�4.4 鉄唐絣�花尚閃緑岩 ��c�I�ﾙLS�� 

91 ��Y�ｸuｨ�)�R�磨石 ��7.3 ��B�2�4.9 塔cb紕�花尚岩 ��c�I�ﾙLS��� 

92 ��Y�ｸuｨ�)�R�凹石 ��ll.3 唐�"�4.1 田#ゅ��花尚岩 ��c�I�ﾙLS��� 

93 亊��鑾�)�R�凹石 ��ll.0 途紕�5.6 都�b���花尚岩 ��c�I�ﾙLS�"�上下赦打痕 

第31図　館石､大尻地区表採遺物
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館石Ⅲ(1 ､2)､舘石Ⅴ(3-5)､館石Ⅳ(6-12)遺跡

舘石Ⅸ (25-28) ､館石Ⅹ (29-32)遺跡

-澗藍,二二二二二塁叫r

小袖沢(49-54)遺跡

館石Ⅳ (59-61)､舘石Ⅴ (62)､舘石Ⅳ (63)､

館石Ⅶ (64-70)遺跡

1.-読

撃7

'空欄　_ ･ ._　　__
22

館石Ⅶ (13-20) ､館石Ⅷ (21-24)遺跡

大尻Ⅷ (33-48)遺跡

長内(55-58)遺跡

館石Ⅶ(71-74､79) ､館石Ⅸ (75-77) ､長内(78)､

館石Ⅷ(80)､館石Ⅸ (81)遺跡

第13図版　館石､大尻､小袖沢地区表採遺物
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甥

館石Ⅴ(1､2)､館石Ⅵ(3､5)､館石Ⅴ(4)､

小袖沢(6､7)遺跡

館石Ⅴ (12)､大尻Ⅷ(ll)

I:･･: I.,-

館石Ⅱ遺跡(南西より)

館石Ⅳ遺跡(南西より)
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大尻Ⅷ(8､10)､館石Ⅴ(9)

館石Ⅰ遺跡(西より)

館石Ⅲ(北より)

舘石Ⅴ遺跡(南より)

第14図版　館石､大尻､小袖沢地区表採遺物､遺跡



館石Ⅵ遺跡(北より)

館石Ⅷ遺跡(北東より)

舘石Ⅹ遺跡(南西より)

小袖沢遺跡(西より)

館石Ⅶ遺跡(北より)

館石Ⅸ遺跡(南西より)

大尻Ⅶ遺跡(南より)

第15図版　館石､大尻､小袖沢地区遺跡
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9　ま　と　め

宇部町地区には､遺跡の分布数が多く､今年度の調査により新たに発見された遺跡を含めて57箇所の遺

跡が所在する｡宇部川東側は､遺物の散布密度が濃いため以前から遺跡の存在が知られている箇所が多かっ

たが､宇部川西側は､これまで分布調査などが実施されていなかったため､遺跡の存在が知られていなかっ

た｡今回の宇部町全域にわたる分布遺跡により存在が明らかになった箇所も多い｡

宇部町地区は遺跡の数のみではなく､その内容も優れており､縄文時代の大規模な集落跡が存在するも

のと予想される三崎､小袖､館石地区の各遺跡群､古代の集落跡である山屋敷遺跡､上新山遺跡など貴重

な遺跡が多く､今後が注目される地区といえる｡
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